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井戸さんと西成労働福祉センターの関わり 

 

海 老 一
かず

 郎
お

 

元公益財団法人西成労働福祉センター 
 

「いやあ～、嬉しいわよ」と蔓延の笑顔で見学に連れて来られた学生さんたちと写真を撮る姿をい 

つまでも忘れることができません。 

私と井戸さんの出会いは、逢坂先生たちと 2006年に NPOヘルスサポート大阪（HESO）を立ち上

げられた時からでした。その足跡は今も地域の日雇労働者の皆さんに読まれている西成労働福祉セン

ターの広報誌『センターだより』に残っています。 

№376号（2006年 9月 15日発行）は、「初の飯場健診実施」の特集でした。建設作業員宿舎（飯

場）が多い大正区に HESOの活動として検診車を持ち込んでもらい、健診を実施しました。 

私たち職員も事業所を訪問し受診を呼びかけました。センターとしても初めての試みであり、 

② 高齢者特別清掃従事者より高血圧の人が多い。 

②結核の既往症後や再度レントゲン受診が求められる要注意者がいた。 

③病院の受診が必要でも保険証がなくて診てもらえない。ということがわかりました。 

№434（2011年７月 15日発行）では、『盆と正月には無料の健診を！釜ヶ崎から結核をなくそ

う！』のテーマに「結核という病気についてのあらまし」と「釜ヶ崎の結核の現状」そして「どうし

たら結核がなくせるか」また「かからないためにはどうしたらよいか」ということをわかりやすく語

っていただきました。 

№474（2014年 11月 15日発行）の『結核をなくそう』の特集では、大阪公衆衛生協会に移られ

ましたが、釜ヶ崎に結核が多い理由を「感染の連鎖」という言葉を使い、「釜ヶ崎は狭い空間が多いた

め、大勢の人が集まっている場所に患者がいると、咳やくしゃみで感染する。結核を少しでも早く発

見するために、健診を半年に１回は受けてほしい」と強く訴えています。 

そして№500（2017年１月 1日発行）の 500号記念のメッセージで、こんなことを話されていま

す。「『HESO』の活動のなかで、一番印象に残っているのはセンターの待合室をお借りして実施した肺

の年齢を測る検査（スパイロメーター使用）に多くの方が参加してくださったことです。地域にとっ

て結核をはじめとする健康問題は重要な課題であると思います。」と述べられていました。 

一方で井戸さんにはセンターにおいて、日雇労働者を雇用する事業所に対しても、「労働者の健康管

理」という視点からセンターの事業に協力してもらいました。 

2019年 11月 26日に開催した事業所座談会に講師として来ていただき、業者の方々に「宿舎で結

核が発生しないように予防する方法」や「労働者が結核になったらどうすればよいか」などの話をさ

れました。 

この他、日常的な活動として井戸さんは、公衆衛生を学ぶ方々に地域の生の実態を見てもらおうと

多くの人たちへの研修に携わっていました。そんな井戸さんから「海老さん、今度センターへ見学さ
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せてもらいに行くからね」と声をかけてもらった時、私は、これまでのセンターの事業が井戸さんご

自身の結核対策への思いとつながっていると思いました。 

そして、私もセンターを退職後、大学で公衆衛生を学ぶ方たちに「釜ヶ崎の日雇労働の失業と貧困

が健康に及ぼす影響」について井戸さんからいただいたたくさんの宝物を伝えていく活動を続けてい

きたいと思います。  

 

出典：財団法人西成労働福祉センター．センターだより．第 376号．2006年 9月 


